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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 17日 (2007.7.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柔 軟 で あ っ て 細 長 な 内 視 鏡 挿 入 部 を 外 周 面 に 巻 取 り ま た は 外 周 面 か ら 繰 り 出 し で き る 回
動 自 在 な ド ラ ム 部 が 箱 体 内 に 配 設 さ れ た 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 ド ラ ム 部 は 複 数 の 外 壁 部 に よ り 内 部 に 空 間 を 有 す る よ う 構 成 さ れ 、 上 記 ド ラ ム 部 の
外 壁 部 の 回 動 中 心 に 該 ド ラ ム 部 の 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 貫 通 孔 が 形 成 さ れ て お り 、
　 上 記 貫 通 孔 の 外 周 を 覆 う よ う 上 記 外 壁 部 に 一 端 が 固 定 さ れ た 中 空 の 回 動 軸 を 介 し て 、 上
記 ド ラ ム 部 を 回 動 自 在 に 軸 支 す る 部 材 が 配 設 さ れ て お り 、
　 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 、 発 熱 部 が 配 設 さ れ て お り 、
　 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 及 び 上 記 回 動 軸 の 中 空 部 に 、 一 端 が 上 記 発 熱 部 に 接 続 さ れ 、 他 端 が
、 上 記 ド ラ ム 部 を 回 動 自 在 に 軸 支 す る 部 材 に 接 続 さ れ た が 配 設 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 発 熱 部 は 、 上 記 内 視 鏡 の 光 源 部 と 、 上 記 内 視 鏡 に 配 設 さ れ た カ メ ラ の コ ン ト ロ ー ル
ユ ニ ッ ト と の 少 な く と も 一 方 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 の 他 端 が 接 続 さ れ た 位 置 に 、 冷 却 手 段 が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 冷 却 手 段 は 、 ヒ ー ト シ ン ク ま た は フ ァ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の
内 視 鏡 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 装 置 は 、 柔 軟 で あ っ て 細 長 な 内 視 鏡 挿 入
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部 を 外 周 面 に 巻 取 り ま た は 外 周 面 か ら 繰 り 出 し で き る 回 動 自 在 な ド ラ ム 部 が 配 設 さ れ た 内
視 鏡 装 置 で あ っ て 、 上 記 ド ラ ム 部 は 複 数 の 外 壁 部 に よ り 内 部 に 空 間 を 有 す る よ う 構 成 さ れ
、 上 記 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 の 回 動 中 心 に 該 ド ラ ム 部 の 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 貫 通 孔 が 形 成
さ れ て お り 、 上 記 貫 通 孔 の 外 周 を 覆 う よ う 上 記 外 壁 部 に 一 端 が 固 定 さ れ た 中 空 の 回 動 軸 を
介 し て 、 上 記 ド ラ ム 部 を 回 動 自 在 に 軸 支 す る 部 材 が 配 設 さ れ て お り 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部
に 、 発 熱 部 が 配 設 さ れ て お り 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 及 び 上 記 回 動 軸 の 中 空 部 に 、 一 端 が 上
記 発 熱 部 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 、 上 記 ド ラ ム 部 を 回 動 自 在 に 軸 支 す る 部 材 に 接 続 さ れ た

が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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